
(57)【要約】

【課題】大地震時においても、建物の内装等が破壊され

ない強度を有する、特に水平方向の剛性を高めた耐力壁

を提供する。

【解決手段】横架部材２Ｂ・２Ｕと柱３・３とをがたつ

きの無い状態で連結し、該横架部材２Ｂ・２Ｕと該柱３

・３とを鋼製の圧縮ブレース４・４及び摩擦ダンパー１

２によって連結し、鉄筋コンクリートの基礎１３に定着

した異形鉄筋５・５を、接着剤６を介して横架部材２Ｂ

と柱３・３に挿通させ、接合金物７をボルト８及び接着

剤によって横架部材２Ｂ・２Ｕ若しくは柱３・３に固設

し、接合金物７に、圧縮ブレース４の長軸方向に長孔を

形成し、複数の皿バネ１０・１０・・・を介して、圧縮

ブレース４の一端をボルト９により接合金物７に連結す

ることによって、該摩擦ダンパー１２を構成した。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 横 架 部 材 と 柱 と を が た つ き の 無 い 状 態 で 連 結 し 、
　 該 横 架 部 材 と 該 柱 と を 鋼 製 の 圧 縮 ブ レ ー ス 及 び 摩 擦 ダ ン パ ー に よ っ て 連 結 し た こ と を 特
徴 と す る 木 造 軸 組 耐 力 壁 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 摩 擦 ダ ン パ ー を 、
　 接 合 金 物 を ボ ル ト 及 び 接 着 剤 に よ っ て 前 記 横 架 部 材 若 し く は 前 記 柱 に 固 設 し 、
　 該 接 合 金 物 に 、 前 記 圧 縮 ブ レ ー ス の 長 軸 方 向 に 長 孔 を 形 成 し 、
　 該 圧 縮 ブ レ ー ス の 一 端 を 複 数 の 皿 バ ネ を 介 し て ボ ル ト に よ っ て 接 合 金 物 に 連 結 す る こ と
に よ り 、
　 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 木 造 軸 組 耐 力 壁 。
【 請 求 項 ３ 】
　 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 基 礎 に 定 着 し た 異 形 鉄 筋 を 、 接 着 剤 を 介 し て 横 架 部 材 と 柱 に 挿 通 さ
せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 若 し く は 請 求 項 ２ に 記 載 の 木 造 軸 組 耐 力 壁 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ブ レ ー ス の 一 端 を 高 力 ボ ル ト に よ っ て 接 合 金 物 に 固 設 し て 、 該 接 合 金 物 を ボ ル ト 及
び 接 着 剤 に よ っ て 前 記 柱 若 し く は 前 記 横 架 部 材 に 固 設 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至
請 求 項 ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 木 造 軸 組 耐 力 壁 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ブ レ ー ス を 、 前 記 横 架 部 材 の 中 途 部 と 前 記 柱 の 中 途 部 と に 連 結 し 、
　 該 横 架 部 材 と 該 柱 か ら 形 成 さ れ る 角 部 に 補 強 部 材 を 配 設 し 、
　 該 補 強 部 材 を 、 異 形 鉄 筋 と 接 着 剤 に よ っ て 該 横 架 部 材 及 び 前 記 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 基 礎 に
固 設 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 若 し く は 請 求 項 ４ に 記 載 の 木 造 軸 組 耐 力 壁 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 梁 や 柱 が 木 材 で 構 成 さ れ た 木 造 軸 組 建 物 に 備 え ら れ る 耐 力 壁 の 技 術 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 建 築 基 準 法 施 行 令 第 ４ ６ 条 第 ４ 項 表 １ （ 八 ） に 規 定 さ れ て い る よ う に 、 木 造 軸 組 工 法 耐
力 壁 を 有 す る 従 来 の 木 造 建 物 は 、 大 地 震 時 の 建 物 の 倒 壊 防 止 や 中 地 震 時 の 損 傷 防 止 が 性 能
目 標 に 掲 げ ら れ て い る 場 合 が 多 い 。
　 住 宅 等 の 壁 面 や 軸 組 等 の 剛 性 を 向 上 さ せ る 技 術 と し て は 、 梁 等 の 横 架 部 材 と 柱 と の 接 合
に 棒 軸 状 の 接 合 用 部 材 と 接 着 剤 を 用 い る 技 術 が 公 知 と な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参
照 。 ） 。 ま た 、 コ ン ク リ ー ト 造 の 大 規 模 建 物 に お い て は 、 壁 面 内 に 鋼 製 ブ レ ー ス を 配 設 す
る 等 し て 壁 面 や 軸 組 の 建 物 強 度 を 高 め る 技 術 が 公 知 と な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参
照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ６ ０ ４ ５ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ４ ８ ４ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 上 記 特 許 文 献 １ の 技 術 で は 、 木 造 建 物 の 壁 面 の 剛 性 を あ る 程 度 高 め る こ と は で
き る が 、 中 地 震 時 の 変 形 量 を 抑 え る こ と に 留 ま る も の で あ り 、 大 地 震 時 の 変 形 量 を 抑 え ら
れ る ま で に は 至 っ て い な い 。 ま た 、 上 記 特 許 文 献 ２ の 鋼 製 ブ レ ー ス は 、 コ ン ク リ ー ト や 鉄
筋 で 構 成 さ れ る 大 規 模 な 建 物 や 鉄 骨 住 宅 に 用 い ら れ る も の で あ り 、 一 般 の 木 造 建 物 等 に お
い て は 用 い ら れ て い な か っ た 。 そ の た め 、 従 来 の 木 造 軸 組 建 物 に お い て は 、 大 地 震 時 に 耐
力 壁 が 大 き く 剪 断 変 形 し て し ま い 、 該 耐 力 壁 の 変 形 に よ っ て 内 装 が 破 壊 さ れ た り 、 該 建 物
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近 隣 で 火 事 が 生 じ た 場 合 に は 変 形 に よ っ て 生 じ た 耐 力 壁 の 裂 け 目 か ら 建 物 内 部 に 炎 が 入 り
込 む 虞 が あ っ た 。
　 そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 大 地 震 時 に お い て も 建 物 の 内 装 等 が 破 壊 さ れ な い 剛 性 を 有 す
る 、 特 に 水 平 方 向 の 剛 性 を 高 め た 耐 力 壁 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 解 決 し よ う と す る 課 題 は 以 上 の 如 く で あ り 、 次 に こ の 課 題 を 解 決 す る た め の 手
段 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 即 ち 、 請 求 項 １ に お い て は 、 横 架 部 材 と 柱 と を が た つ き の 無 い 状 態 で 連 結 し 、 該 横 架 部
材 と 該 柱 と を 鋼 製 の 圧 縮 ブ レ ー ス 及 び 摩 擦 ダ ン パ ー に よ っ て 連 結 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に お い て は 、 前 記 摩 擦 ダ ン パ ー を 、 接 合 金 物 を ボ ル ト 及 び 接 着 剤 に よ っ て 前 記
横 架 部 材 若 し く は 前 記 柱 に 固 設 し 、 該 接 合 金 物 に 、 前 記 圧 縮 ブ レ ー ス の 長 軸 方 向 に 長 孔 を
形 成 し 、 該 圧 縮 ブ レ ー ス の 一 端 を 複 数 の 皿 バ ネ を 介 し て ボ ル ト に よ っ て 接 合 金 物 に 連 結 す
る こ と に よ り 、 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ３ に お い て は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 基 礎 に 定 着 し た 異 形 鉄 筋 を 、 接 着 剤 を 介 し て
横 架 部 材 と 柱 に 挿 通 さ せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ４ に お い て は 、 前 記 ブ レ ー ス の 一 端 を 高 力 ボ ル ト に よ っ て 接 合 金 物 に 固 設 し て 、
該 接 合 金 物 を ボ ル ト 及 び 接 着 剤 に よ っ て 前 記 柱 若 し く は 前 記 横 架 部 材 に 固 設 し た も の で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ５ に お い て は 、 前 記 ブ レ ー ス を 、 前 記 横 架 部 材 の 中 途 部 と 前 記 柱 の 中 途 部 と に 連
結 し 、 該 横 架 部 材 と 該 柱 か ら 形 成 さ れ る 角 部 に 補 強 部 材 を 配 設 し 、 該 補 強 部 材 を 、 異 形 鉄
筋 と 接 着 剤 に よ っ て 該 横 架 部 材 及 び 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 基 礎 に 固 設 し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 効 果 と し て 、 以 下 に 示 す よ う な 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ に お い て は 、 鋼 製 の 圧 縮 ブ レ ー ス に よ っ て 該 横 架 部 材 と 柱 の 変 形 強 度 を 高 め る
こ と が で き 、 木 造 軸 組 に よ っ て 構 成 さ れ た 耐 力 壁 で あ っ て も 、 水 平 方 向 の 力 に 対 し て 剛 性
が 大 き な も の と す る こ と が で き る 。
　 よ り 詳 し く は 、 該 耐 力 壁 を 構 成 す る 横 架 部 材 と 柱 の 接 合 を が た つ き の な い 剛 性 の 大 き な
も の と す る こ と に よ っ て 、 耐 力 壁 の 水 平 剛 性 を 該 耐 力 壁 を 構 成 す る 部 材 の 軸 方 向 剛 性 に よ
っ て 決 定 で き 、 一 方 、 耐 力 壁 の 降 伏 荷 重 は 摩 擦 ダ ン パ ー の す べ り 荷 重 に よ っ て 制 御 す る こ
と が で き る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ に お い て は 、 ブ レ ー ス と 接 合 金 物 と が 摩 擦 ダ ン パ ー の 役 割 を 担 い 、 皿 バ ネ の 枚
数 を 調 節 す る こ と に よ っ て 施 工 時 等 に 該 摩 擦 ダ ン パ ー の す べ り 荷 重 を 容 易 に 調 整 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 ブ レ ー ス が 座 屈 す る 前 に ブ レ ー ス の 端 部 が 接 合 金 物 上 を 滑 べ る こ と が 可
能 で あ る た め 、 ブ レ ー ス や 接 合 金 物 等 の 構 成 部 材 の 破 壊 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま
た 、 風 や 中 地 震 等 の 揺 れ に 対 し て は 、 ブ レ ー ス や 接 合 金 物 を 滑 ら せ る こ と な く 、 ブ レ ー ス
が 耐 風 及 び 耐 震 機 能 を 果 た す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ に お い て は 、 柱 と 下 横 架 部 材 と 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 連 結 を 遊 び の 無 い 、 即 ち が
た つ き が な い 強 固 な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ に お い て は 、 接 着 剤 に よ っ て 柱 と 接 合 金 物 と の 間 の 接 着 が 強 固 な も の と な り 、
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ブ レ ー ス を 介 し て 接 合 金 物 に か か る 剪 断 力 や 、 接 合 金 物 に 対 し て 長 手 方 向 に 作 用 す る 剪 断
力 に 対 す る 剛 性 と 強 度 が 高 ま る 。 そ の 結 果 、 ボ ル ト の み を 用 い て 固 設 す る 場 合 と 比 べ て 、
耐 力 壁 内 部 の が た つ き を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ５ に お い て は 、 異 形 鉄 筋 に よ っ て 横 架 部 材 に 固 設 さ れ た 補 強 部 材 に よ っ て 、 柱 の
横 架 部 材 に 対 す る 相 対 変 形 に 対 す る 剛 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 木 造 軸 組 耐 力 壁 １ 内 部 を 示 す 正 面 図 、 図 ２ は ブ レ ー ス ４ ・ ４ 上 端 部 を 示
す 正 面 拡 大 図 、 図 ３ は 接 合 金 物 ７ を 示 す 底 面 図 、 図 ４ は 図 ２ に お け る Ａ － Ａ 矢 視 断 面 図 、
図 ５ は ブ レ ー ス ４ ・ ４ ・ ４ ・ ４ 側 端 部 を 示 す 正 面 図 、 図 ６ は 接 合 金 物 １ ７ を 示 す 側 面 図 、
図 ７ は 地 震 時 に お け る 柱 ３ の 荷 重 変 形 関 係 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 木 造 軸 組 耐 力 壁 １ は 、 耐 力 壁 の 水 平 剛 性 と 降 伏 荷 重 と を 別 々 に 制 御 で き る だ け
で な く 、 復 元 力 特 性 を エ ネ ル ギ ー 吸 収 効 率 の 良 い 弾 塑 性 型 に し た も の で あ る 。 詳 し く は 、
本 発 明 の 木 造 軸 組 耐 力 壁 １ は 、 圧 縮 ブ レ ー ス タ イ プ の も の で あ り 、 該 圧 縮 ブ レ ー ス ４ ・ ４
・ ４ ・ ４ の 一 端 に す べ り 荷 重 を 調 節 で き る 摩 擦 ダ ン パ ー １ ２ ・ １ ２ ・ １ ２ ・ １ ２ を 配 設 す
る こ と に よ り 、 該 圧 縮 ブ レ ー ス ４ ・ ４ ・ ４ ・ ４ に よ っ て 水 平 剛 性 を 高 め 、 該 摩 擦 ダ ン パ ー
１ ２ に よ っ て 降 伏 荷 重 を 制 御 す る も の で あ る 。
　 以 下 、 横 架 部 材 ２ Ｂ ・ ２ Ｕ と は 、 木 材 で 構 成 さ れ た 建 物 の 基 礎 や 土 台 や 胴 差 し や 梁 等 を
指 す も の で あ り 、 木 造 建 物 の 躯 体 を 構 成 す る た め に 建 物 壁 面 内 に 横 方 向 に 固 設 さ れ た 部 材
を い う も の で あ る 。 一 方 、 柱 ３ ・ ３ と は 、 前 記 躯 体 を 構 成 す る た め に 建 物 壁 面 内 に 縦 方 向
に 固 設 さ れ た 部 材 を 指 す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 木 造 軸 組 耐 力 壁 １ は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 基 礎 １ ３ と 、 上 横
架 部 材 ２ Ｕ と 下 横 架 部 材 ２ Ｂ と 、 柱 ３ ・ ３ と 、 ブ レ ー ス ４ ・ ４ と 、 異 形 鉄 筋 ５ ・ ５ ・ ・ ・
等 か ら 構 成 さ れ る も の で あ り 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 基 礎 １ ３ の 上 面 に 下 横 架 部 材 ２ Ｂ が 固 設
さ れ 、 該 下 横 架 部 材 ２ Ｂ の 上 面 に 柱 ３ ・ ３ が 固 設 さ れ て 、 該 柱 ３ ・ ３ の 上 面 に 上 横 架 部 材
２ Ｕ が 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 詳 し く は 、 上 横 架 部 材 ２ Ｕ の 下 面 の 柱 ３ ・ ３ を 接 合 す る 位 置 に 、 柱 ３ ・ ３ の 長 軸 方 向 に
向 か っ て 穴 ２ ａ ・ ２ ａ を 穿 孔 し 、 同 様 に 柱 ３ の 上 面 に も 穴 ３ ａ ・ ３ ａ を 穿 孔 し 、 そ れ ぞ れ
の 穴 ２ ａ ・ ３ ａ に 異 形 鉄 筋 ５ を 挿 入 す る 。 穴 ２ ａ ・ ２ ａ や 穴 ３ ａ ・ ３ ａ に は 、 異 形 鉄 筋 ５
・ ５ が 挿 入 さ れ る 際 に 接 着 剤 ６ が 注 入 さ れ 、 異 形 鉄 筋 ５ と 穴 ２ ａ 、 若 し く は 異 形 鉄 筋 ５ と
穴 ３ ａ と の 接 合 を が た つ き の な い （ 遊 び の 無 い ） も の と す る 。
　 同 様 に 、 下 横 架 部 材 ２ Ｂ の 上 面 に は 柱 ３ ・ ３ の 下 面 を 固 設 す る 。 こ の 場 合 は 、 鉄 筋 コ ン
ク リ ー ト 基 礎 １ ３ に 接 着 剤 ６ 等 を 用 い て 異 形 鉄 筋 ５ ・ ５ を 立 設 し 、 該 異 形 鉄 筋 ５ ・ ５ 及 び
接 着 剤 ６ を 介 す こ と に よ っ て 、 柱 ３ ・ ３ と 下 横 架 部 材 ２ Ｂ と 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 基 礎 １ ３ の
固 設 を が た つ き が な い （ 遊 び の 無 い ） 強 固 な も の と す る 。 詳 し く は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 基
礎 １ ３ に 固 設 さ れ た 異 形 鉄 筋 ５ ・ ５ が 、 横 架 部 材 ２ Ｂ を 貫 通 し て 、 柱 ３ ・ ３ の 下 部 に 到 達
す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 こ こ で 、 本 実 施 例 に お け る 接 着 剤 ６ ・ １ １ と は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 系 の 接 着 剤 等 を い う も の
と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 図 １ に 示 す よ う に 、 上 横 架 部 材 ２ Ｕ の 左 右 中 途 部 と 柱 ３ ・ ３ の 上 下 中 途 部 と が
摩 擦 ダ ン パ ー １ ２ ・ １ ２ を 介 し て 上 ブ レ ー ス ４ ・ ４ に よ っ て 連 結 さ れ て お り 、 下 横 架 部 材
２ Ｂ の 左 右 中 途 部 と 柱 ３ ・ ３ の 上 下 中 途 部 と が 摩 擦 ダ ン パ ー １ ２ ・ １ ２ を 介 し て 下 ブ レ ー
ス ４ ・ ４ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。
　 ブ レ ー ス ４ ・ ４ ・ ４ ・ ４ は 、 溝 型 鋼 等 の 鋼 製 部 材 に よ っ て 構 成 さ れ る 圧 縮 ブ レ ー ス で あ
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り 、 一 定 の 応 力 範 囲 に お い て 圧 縮 方 向 若 し く は 引 張 方 向 に 弾 性 変 形 す る も の で あ っ て 、 詳
し く は 、 後 述 す る 接 合 金 物 ７ ・ ７ ・ １ ７ ・ １ ７ を 介 し て 横 架 部 材 ２ Ｂ ・ ２ Ｕ 及 び 柱 ３ ・ ３
と 連 結 さ れ る も の で あ る 。
　 本 実 施 例 に お い て は 、 上 ブ レ ー ス ４ ・ ４ と 上 横 架 部 材 ２ Ｕ と が 摩 擦 ダ ン パ ー １ ２ ・ １ ２
を 介 し て 連 結 さ れ て お り 、 下 ブ レ ー ス ４ ・ ４ と 下 横 架 部 材 ２ Ｂ と が 摩 擦 ダ ン パ ー １ ２ ・ １
２ ・ １ ２ ・ １ ２ を 介 し て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 横 架 部 材 ２ Ｂ ・ ２ Ｕ と 柱 ３ ・ ３ と を が た つ き の 無 い 状 態 で 連 結 し 、 該 横 架
部 材 ２ Ｂ ・ ２ Ｕ と 該 柱 ３ ・ ３ と を 鋼 製 の 圧 縮 ブ レ ー ス ４ ・ ４ 及 び 摩 擦 ダ ン パ ー １ ２ に よ っ
て 連 結 し た の で 、 鋼 製 の 圧 縮 ブ レ ー ス ４ ・ ４ に よ っ て 該 横 架 部 材 ２ Ｂ ・ ２ Ｕ と 柱 ３ ・ ３ の
変 形 強 度 を 高 め る こ と が で き 、 木 造 軸 組 に よ っ て 構 成 さ れ た 耐 力 壁 １ で あ っ て も 、 水 平 方
向 の 力 に 対 し て 剛 性 が 大 き な も の と す る こ と が で き る 。
　 よ り 詳 し く は 、 該 耐 力 壁 １ を 構 成 す る 横 架 部 材 ２ Ｂ ・ ２ Ｕ と 柱 ３ ・ ３ と の 接 合 を が た つ
き の な い 剛 性 の 大 き な も の と す る こ と に よ っ て 、 耐 力 壁 １ の 水 平 剛 性 を 該 耐 力 壁 １ を 構 成
す る 部 材 ２ Ｂ ・ ２ Ｕ ・ ４ ・ ４ の 軸 方 向 剛 性 に よ っ て 決 定 で き 、 一 方 、 耐 力 壁 １ の 降 伏 荷 重
は 摩 擦 ダ ン パ ー １ ２ の す べ り 荷 重 に よ っ て 制 御 す る こ と が で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 基 礎 １ ３ に 定 着 し た 異 形 鉄 筋 ５ ・ ５ を 、 接 着 剤 ６ を 介 し て 横
架 部 材 ２ Ｂ と 柱 ３ ・ ３ に 挿 通 さ せ た の で 、 柱 ３ ・ ３ と 下 横 架 部 材 ２ Ｂ と 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト
基 礎 １ ３ の 連 結 を が た つ き が な い （ 遊 び の 無 い ） 強 固 な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 上 ブ レ ー ス ４ ・ ４ と 上 横 架 部 材 ２ Ｕ 、 下 ブ レ ー ス ４ ・ ４ と 下 横 架 部 材 ２ Ｂ と の 連
結 、 即 ち 前 記 摩 擦 ダ ン パ ー １ ２ ・ １ ２ ・ １ ２ ・ １ ２ の 構 成 に つ い て 詳 述 す る 。
　 上 横 架 部 材 ２ Ｕ に 固 設 さ れ る 接 合 金 物 ７ は 鋼 等 に よ っ て 形 成 さ れ 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す
よ う に 、 上 横 架 部 材 ２ Ｕ の 長 軸 方 向 に 長 く 形 成 さ れ た 板 状 部 材 ７ ａ の 下 面 に 、 該 板 状 部 材
７ ａ に 対 し て 略 直 角 方 向 に 向 け て 左 右 リ ブ ７ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 板 状 部 材 ７ ａ
と 左 右 リ ブ ７ ｂ と が 、 側 面 視 に お い て Ｔ 字 状 に 形 成 さ れ て い る 。 該 左 右 リ ブ ７ ｂ 下 方 に は
、 長 孔 ７ ｄ ・ ７ ｄ が 穿 孔 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 接 合 金 物 ７ の 強 度 を 高 め る 為 に 、 該 板 状 部 材 ７ ａ 及 び 該 左 右 リ ブ ７ ｂ の 直 角 方
向 に 前 後 リ ブ ７ ｃ が 形 成 さ れ て お り 、 該 板 状 部 材 ７ ａ と 前 後 リ ブ ７ ｃ と が 、 正 面 視 に お い
て Ｔ 字 状 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 接 合 金 物 ７ は 、 板 状 部 材 ７ ａ が コ ー チ ボ ル ト ８ ・ ８ ・ ８ ・ ８ に よ っ て 上 横 架 部 材 ２ Ｕ に
固 設 さ れ 、 該 板 状 部 材 ７ ａ と 上 横 架 部 材 ２ Ｕ と の 接 合 面 に は 接 着 剤 １ １ が 塗 布 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 前 記 上 ブ レ ー ス ４ ・ ４ の 上 端 部 に ボ ル ト 孔 ４ ａ が 穿 孔 さ れ
、 接 合 金 物 ７ に は ブ レ ー ス ４ ・ ４ の 長 軸 方 向 に 向 か っ て 長 孔 ７ ｄ ・ ７ ｄ が 形 成 さ れ て お り
、 そ れ ぞ れ の 長 孔 ７ ｄ と 前 記 ボ ル ト 孔 ４ ａ と に 高 力 ボ ル ト ９ を 挿 通 す る こ と に よ っ て 、 上
ブ レ ー ス ４ ・ ４ が 接 合 金 物 ７ を 介 し て 上 横 架 部 材 ２ Ｕ に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 高 力 ボ ル ト ９ の ボ ル ト 頭 ９ ａ と 上 ブ レ ー ス ４ と の 間 に は 、 １ 又 は 複 数 の 皿 バ ネ
１ ０ ・ １ ０ ・ ・ ・ が 挟 み 込 ま れ て お り 、 高 力 ボ ル ト ９ の 締 め 具 合 や 挟 み 込 む 皿 バ ネ １ ０ ・
１ ０ ・ ・ ・ の 枚 数 に よ っ て 、 前 記 接 合 金 物 ７ と 上 ブ レ ー ス ４ と の 間 の 最 大 静 止 摩 擦 力 を 調
節 す る こ と が で き る 。 本 実 施 例 に お い て は 、 常 に 高 力 ボ ル ト ９ を 限 界 ま で 締 め 付 け る 構 成
と し 、 挟 み 込 む 皿 バ ネ １ ０ ・ １ ０ ・ ・ ・ の 枚 数 に よ っ て 最 大 静 止 摩 擦 力 、 つ ま り 高 力 ボ ル
ト ９ や 皿 バ ネ １ ０ ・ １ ０ ・ ・ ・ 等 が 前 記 長 孔 ７ ｄ 内 を 移 動 し 始 め る 最 低 応 力 を 調 節 す る 構
成 と し て い る 。
　 具 体 的 に は 、 挟 ま せ る 皿 バ ネ １ ０ ・ １ ０ ・ ・ ・ の 枚 数 を 増 や す こ と に よ っ て 、 接 合 金 物
７ 上 を ブ レ ー ス ４ が 摺 動 し 難 く な り 、 摺 動 し な い 応 力 の 範 囲 に お い て は ブ レ ー ス ４ の 耐 力
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に よ っ て 上 横 架 部 材 ２ Ｕ と 柱 ３ の 変 形 を 支 え る 構 成 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 接 合 金 物 ７ は 、 上 下 逆 向 き に 下 横 架 部 材 ２ Ｂ の 上 面 に も 固 設 さ れ る 。 該 接 合 金 物 ７
の 構 成 と 、 下 横 架 部 材 ２ Ｂ へ の 取 付 構 成 は 、 前 記 上 横 架 部 材 ２ Ｕ の 場 合 と 同 様 で あ り 、 下
ブ レ ー ス ４ ・ ４ 下 端 と 接 合 金 物 ７ と の 連 結 方 法 も 上 ブ レ ー ス ４ ・ ４ 上 端 の そ れ と 同 様 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 前 記 摩 擦 ダ ン パ ー １ ２ を 、 接 合 金 物 ７ を ボ ル ト ８ 及 び 接 着 剤 ６ に よ っ て 前
記 横 架 部 材 ２ Ｂ ・ ２ Ｕ 若 し く は 前 記 柱 ３ ・ ３ に 固 設 し 、 該 接 合 金 物 ７ に 、 前 記 圧 縮 ブ レ ー
ス ４ の 長 軸 方 向 に 長 孔 ７ ｄ を 形 成 し 、 該 圧 縮 ブ レ ー ス ４ の 一 端 を 複 数 の 皿 バ ネ １ ０ ・ １ ０
・ ・ ・ を 介 し て ボ ル ト ９ に よ っ て 接 合 金 物 ７ に 連 結 す る こ と に よ り 、 構 成 し た の で 、 ブ レ
ー ス ４ と 接 合 金 物 ７ と が 摩 擦 ダ ン パ ー １ ２ の 役 割 を 担 い 、 皿 バ ネ １ ０ ・ １ ０ ・ ・ ・ の 枚 数
を 調 節 す る こ と に よ っ て 施 工 時 等 に 該 摩 擦 ダ ン パ ー １ ２ の す べ り 荷 重 を 容 易 に 調 整 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 ブ レ ー ス ４ が 座 屈 す る 前 に ブ レ ー ス ４ 端 部 が 接 合 金 物 ７ 上 を 滑 べ る こ
と が 可 能 で あ る た め 、 ブ レ ー ス ４ ・ ４ ・ ４ ・ ４ や 接 合 金 物 ７ ・ ７ 等 の 構 成 部 材 の 破 壊 を 防
止 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 風 や 中 地 震 等 の 揺 れ に 対 し て は 、 ブ レ ー ス ４ や 接 合 金 物
７ を 滑 ら せ る こ と な く 、 ブ レ ー ス ４ が 耐 風 及 び 耐 震 機 能 を 果 た す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 換 言 す れ ば 、 本 発 明 の 木 造 軸 組 耐 力 壁 １ は 、 該 耐 力 壁 １ を 構 成 す る 横 架 部 材 ２ Ｂ ・ ２ Ｕ
と 柱 ３ ・ ３ と ブ レ ー ス ４ ・ ４ ・ ４ ・ ４ と の 接 合 を ガ タ の な い 剛 性 の 大 き な も の と す る こ と
に よ っ て 、 耐 力 壁 １ の 水 平 剛 性 を 該 耐 力 壁 １ を 構 成 す る 部 材 ２ Ｂ ・ ２ Ｕ ・ ３ ・ ３ ・ ４ ・ ４
の 軸 方 向 剛 性 に よ っ て 決 定 で き 、 一 方 、 耐 力 壁 の 降 伏 荷 重 は 摩 擦 ダ ン パ ー １ ２ の す べ り 荷
重 に よ っ て 制 御 す る こ と が で き る の で あ る 。
　 例 え ば 、 木 造 軸 組 構 造 に お い て の 耐 力 壁 は 、 建 築 基 準 法 で 定 め ら れ て い る 通 常 の 耐 力 壁
と 比 べ て 降 伏 荷 重 が １ 倍 か ら ２ 倍 程 度 で あ る が 、 初 期 水 平 剛 性 を １ ０ 倍 か ら ２ ０ 倍 程 度 と
し て 、 復 元 力 特 性 を エ ネ ル ギ ー 吸 収 効 率 の 良 い 弾 塑 性 型 と す る こ と に よ り 、 必 要 以 上 に 降
伏 荷 重 が 上 昇 し て ブ レ ー ス が 座 屈 し た り 、 接 合 部 が 破 壊 し た り し な い よ う に で き 、 水 平 変
形 の 小 さ な 段 階 か ら 振 動 エ ネ ル ギ ー が 吸 収 で き る た め 、 大 地 震 時 の 柱 ３ ・ ３ の 水 平 変 形 角
度 を １ ／ ２ ０ ０ ｒ ａ ｄ ． 程 度 と す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 ブ レ ー ス ４ ・ ４ ・ ４ ・ ４ と 柱 ３ ・ ３ と の 接 合 に つ い て 詳 述 す る 。
　 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 柱 ３ に 固 設 さ れ る 接 合 金 物 １ ７ は 鋼 等 か ら 構 成 さ れ る も の
で あ り 、 柱 ３ の 長 軸 方 向 に 長 く 形 成 さ れ た 板 状 部 材 １ ７ ａ の 側 面 に 、 該 板 状 部 材 １ ７ ａ の
直 角 方 向 に 向 け て 左 右 リ ブ １ ７ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 板 状 部 材 １ ７ ａ と 左 右 リ ブ
１ ７ ｂ と が 、 平 面 視 に お い て Ｔ 字 上 に 形 成 さ れ て い る 。 該 左 右 リ ブ １ ７ ｂ に は 、 ボ ル ト 孔
１ ７ ｄ ・ １ ７ ｄ が 穿 孔 さ れ て い る 。
　 接 合 金 物 １ ７ の 強 度 を 高 め る た め に 、 該 板 状 部 材 １ ７ ａ 及 び 左 右 リ ブ １ ７ ｂ の 直 角 方 向
に 複 数 の 前 後 リ ブ １ ７ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 下 接 合 金 物 ７ と 同 様 に 、 左 右 接 合 金 物 １ ７ は 、 コ ー チ ボ ル ト １ ８ ・ １ ８ ・ ・ ・ に よ っ
て 柱 ３ に 固 設 さ れ 、 該 接 合 金 物 １ ７ と 柱 ３ と の 接 合 面 に は 接 着 剤 １ １ が 塗 布 さ れ て い る 。
　 上 ブ レ ー ス ４ の 下 端 部 に は 、 孔 ４ ｂ が 穿 孔 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ の 孔 ４ ｂ と 前 記 ボ ル ト
孔 １ ７ ｄ と を 高 力 ボ ル ト １ ９ で 摩 擦 接 合 す る こ と に よ っ て 、 上 ブ レ ー ス ４ が 接 合 金 物 １ ７
上 部 を 介 し て 柱 ３ に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に し て 、 左 右 の 上 ブ レ ー ス ４ ・ ４ の 下 端 部 が 、 接 合 金 物 １ ７ ・ １ ７ を 介 し て 柱
３ ・ ３ に 連 結 さ れ 、 同 様 に 、 左 右 の 下 ブ レ ー ス ４ ・ ４ の 上 端 部 も 、 該 接 合 金 物 １ ７ ・ １ ７
を 介 し て 柱 ３ ・ ３ に 連 結 さ れ る 。
　 以 上 の 説 明 で は 、 上 ブ レ ー ス ４ ・ ４ の 上 端 部 と 下 ブ レ ー ス ４ ・ ４ の 下 端 部 に 摩 擦 ダ ン パ
ー １ ２ ・ １ ２ ・ １ ２ ・ １ ２ を 配 設 す る 構 成 と し た が 、 上 ブ レ ー ス ４ ・ ４ の 下 端 部 と 下 ブ レ
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ー ス ４ ・ ４ の 上 端 部 に 摩 擦 ダ ン パ ー １ ２ ・ １ ２ ・ １ ２ ・ １ ２ を 配 設 す る 構 成 、 即 ち 柱 ３ ・
３ 側 に 皿 バ ネ １ ０ ・ １ ０ ・ ・ ・ を 配 設 す る 構 成 と し て も 良 く 、 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に 、 前 記 ブ レ ー ス ４ ・ ４ ・ ４ ・ ４ の 一 端 を 高 力 ボ ル ト １ ９ ・ １ ９ ・ １ ９ ・ １ ９
に よ っ て 接 合 金 物 １ ７ ・ １ ７ に 固 設 し て 、 該 接 合 金 物 １ ７ ・ １ ７ を コ ー チ ボ ル ト １ ８ ・ １
８ ・ ・ ・ 及 び 接 着 剤 １ １ に よ っ て 前 記 柱 ３ ・ ３ 若 し く は 前 記 横 架 部 材 ２ Ｂ ・ ２ Ｕ に 固 設 し
た の で 、 接 着 剤 １ １ に よ っ て 柱 ３ ・ ３ と 接 合 金 物 １ ７ ・ １ ７ と の 間 の 接 着 が 強 固 な も の と
な り 、 ブ レ ー ス ４ ・ ４ ・ ４ ・ ４ を 介 し て 接 合 金 物 １ ７ ・ １ ７ に か か る 剪 断 力 や 、 接 合 金 物
１ ７ ・ １ ７ に 対 し て 長 手 方 向 に 作 用 す る 剪 断 力 に 対 す る 剛 性 と 強 度 が 高 ま る 。 そ の 結 果 、
ボ ル ト １ ８ ・ １ ８ ・ ・ ・ の み を 用 い て 固 設 す る 場 合 と 比 べ て 、 耐 力 壁 内 部 の が た つ き を 防
止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ に 戻 っ て 、 正 面 視 に お い て 、 下 横 架 部 材 ２ Ｂ と 柱 ３ ・ ３ と の 接 合 部 内 側 に は 、 補 強
部 材 ２ ０ ・ ２ ０ が 固 設 さ れ て お り 、 ブ レ ー ス ４ ・ ４ ・ ４ ・ ４ か ら の 鉛 直 方 向 の 剪 断 力 に 対
し て 柱 ３ ・ ３ 等 が 変 形 し に く い よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 詳 し く は 、 下 横 架 部 材 ２ Ｂ の 上 面 に 、 柱 ３ ・ ３ の 側 面 に 接 し て 柱 状 の 補 強 部 材 ２ ０ ・ ２
０ を 固 設 す る 。 該 補 強 部 材 ２ ０ ・ ２ ０ の 下 面 に は 柱 ３ ・ ３ の 下 面 と 同 様 に 穴 ２ ０ ａ ・ ２ ０
ａ が 形 成 さ れ 、 下 横 架 部 材 ２ Ｂ に は 該 穴 ２ ０ ａ ・ ２ ０ ａ と 対 応 し た 位 置 に 孔 ２ ｂ ・ ２ ｂ が
穿 孔 さ れ る 。 そ し て 、 そ れ ぞ れ の 穴 ２ ０ ａ ・ ２ ｂ に 接 着 剤 ６ が 注 入 さ れ 、 異 形 鉄 筋 ５ ・ ５
が 挿 入 さ れ て 、 が た つ き が な い （ 遊 び が 無 い ） 状 態 で 補 強 部 材 ２ ０ が 下 横 架 部 材 ２ Ｂ に 固
設 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 詳 し く は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 異 形 鉄 筋 ５ ・ ５ は 下 横 架 部 材 ２ Ｂ を 貫 通 し て 前 記 鉄 筋 コ
ン ク リ ー ト 基 礎 １ ２ に ま で 達 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 補 強 部 材 ２ ０ ・ ２ ０ と 柱 ３ ・ ３
と の 接 合 は 、 接 触 面 に 接 着 剤 等 を 塗 布 す る 等 し て 、 よ り 強 固 な も の と す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 補 強 部 材 ２ ０ と 柱 ３ を 同 一 部 材 で 構 成 す る 、 即 ち 柱 の 下 部 を 幅 広 と し て 、 該 柱 の
下 面 に ２ 本 の 異 形 鉄 筋 ５ ・ ５ を 挿 入 す る 構 成 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 、 前 記 ブ レ ー ス ４ ・ ４ ・ ４ ・ ４ を 、 前 記 横 架 部 材 ２ Ｂ の 中 途 部 と 前 記 柱 ３ ・
３ の 中 途 部 と に 連 結 し 、 該 横 架 部 材 ２ Ｂ と 柱 ３ ・ ３ か ら 形 成 さ れ る 角 部 に 補 強 部 材 ２ ０ ・
２ ０ を 配 設 し 、 該 補 強 部 材 ２ ０ ・ ２ ０ を 、 異 形 鉄 筋 ５ ・ ５ と 接 着 剤 ６ に よ っ て 該 横 架 部 材
２ Ｂ 及 び 前 記 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 基 礎 １ ３ に 固 設 し た の で 、 異 形 鉄 筋 ５ ・ ５ に よ っ て 横 架 部
材 ２ Ｂ に 固 設 さ れ た 補 強 部 材 ２ ０ ・ ２ ０ に よ っ て 、 柱 ３ ・ ３ の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 基 礎 １ ３
に 対 す る 相 対 変 形 に 対 す る 剛 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 木 造 軸 組 耐 力 壁 １ は 、 異 形 鉄 筋 ５ ・ ５ と 接 着 剤 ６ に よ っ て 柱 ３
・ ３ と 横 架 部 材 ２ Ｂ ・ ２ Ｕ と の 接 合 の 剛 性 を 向 上 さ せ た 上 で 、 上 記 皿 バ ネ １ ０ ・ １ ０ ・ ・
・ の 枚 数 を 調 節 す る こ と に よ り 、 柱 ３ ・ ３ の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 基 礎 １ ３ に 対 す る 変 形 量 を
抑 え る も の で あ る 。
　 そ し て 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 木 造 軸 組 耐 力 壁 １ （ 図 ７ に お い て 、 実 線 で 表 示 。
） は 、 筋 交 い に 木 材 を 使 用 し た 建 築 基 準 法 施 行 令 第 ４ ６ 条 に 定 め ら れ た 木 造 軸 組 耐 力 壁 （
図 ７ に お い て 、 破 線 で 表 示 。 ） や 、 昭 和 ５ ６ 年 建 告 第 １ １ ０ ０ 号 に 定 め ら れ た 耐 力 壁 （ 図
７ 中 、 一 点 鎖 線 で 表 示 。 ） と 比 べ て 、 柱 の 変 形 角 度 が 極 め て 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 つ ま り 、 従 来 の 筋 交 い を 設 け た 木 造 軸 組 耐 力 壁 に あ っ て は 、 中 地 震 時 （ 地 動 ８ ０ ｇ ａ ｌ
） が 生 じ た 場 合 （ 図 ７ 中 、 点 Ａ ） に お い て 、 柱 が 横 架 部 材 に 対 し て １ ／ １ ５ ０ ｒ ａ ｄ ． 程
度 に 変 形 し 、 関 東 大 震 災 時 の 小 田 原 に お け る 揺 れ （ 例 え ば 、 地 動 ４ ０ ０ ｇ ａ ｌ 。 ） が 生 じ
た 場 合 （ 図 ７ 中 、 点 Ｂ ） に は 、 柱 が 横 架 部 材 に 対 し て １ ／ ２ ０ ｒ ａ ｄ ． 程 度 ま で 変 形 し て
し ま う た め 建 物 の 内 装 が 破 壊 さ れ た り 耐 力 壁 自 体 が 破 れ て し ま う 。
　 本 発 明 の 木 造 軸 組 耐 力 壁 １ に お い て は 、 大 地 震 時 （ 地 動 ４ ０ ０ ｇ ａ ｌ の 揺 れ ） に 遭 遇 し
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た 場 合 （ 図 ７ 中 、 点 Ｃ ） に お い て も 、 柱 ３ ・ ３ の 変 形 量 を １ ／ ２ ０ ０ ｒ ａ ｄ ． 以 内 に ま で
抑 え ら れ る よ う に な り 、 そ の 結 果 、 大 地 震 が 生 じ て も 、 建 物 の 内 装 が 破 壊 さ れ た り 耐 力 壁
自 体 が 破 れ て し ま う こ と が な く な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 即 ち 、 皿 バ ネ １ ０ ・ １ ０ ・ ・ ・ の 枚 数 や 、 高 力 ボ ル ト ９ ・ ９ ・ ９ ・ ９ の 締 め 付 け 具 合 に
よ っ て 、 皿 バ ネ １ ０ や 高 力 ボ ル ト ９ や 接 合 金 物 ７ ・ １ ７ が ブ レ ー ス ４ ・ ４ ・ ４ ・ ４ 上 を 滑
り 始 め る 剪 断 力 を 変 化 さ せ て 、 地 動 ４ ０ ０ ｇ ａ ｌ の 揺 れ に 対 し て も 、 柱 の 変 形 度 合 が １ ／
２ ０ ０ ｒ ａ ｄ ． 以 下 と な る よ う に 調 節 す る と 良 い の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う に 、 地 動 ４ ０ ０ ｇ ａ ｌ の 揺 れ に 対 し て 、 前 記 柱 ３ の 傾 き が １ ／ ２ ０ ０ ｒ ａ ｄ ．
以 下 と な る よ う に 、 前 記 皿 バ ネ １ ０ ・ １ ０ ・ ・ ・ の 枚 数 を 調 節 し た の で 、 関 東 大 震 災 時 の
小 田 原 に お け る 揺 れ （ 大 地 震 時 の 揺 れ ） と 同 等 の 揺 れ が 生 じ た 場 合 で あ っ て も 、 建 物 の 内
装 が 破 壊 さ れ た り 、 耐 力 壁 １ が 破 れ た り し な い た め 、 建 物 外 部 の 火 が 建 物 内 に 浸 入 す る こ
と を 防 止 で き 、 そ の 結 果 大 地 震 時 に お い て 建 物 密 集 地 の 大 火 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 木 造 軸 組 耐 力 壁 １ 内 部 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ２ 】 ブ レ ー ス ４ ・ ４ 上 端 部 を 示 す 正 面 拡 大 図 。
【 図 ３ 】 接 合 金 物 ７ を 示 す 底 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ２ に お け る Ａ － Ａ 矢 視 断 面 図 。
【 図 ５ 】 ブ レ ー ス ４ ・ ４ ・ ４ ・ ４ 側 端 部 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ６ 】 接 合 金 物 １ ７ を 示 す 側 面 図 。
【 図 ７ 】 地 震 時 に お け る 柱 ３ の 荷 重 変 形 関 係 を 示 し た 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ 　 　 木 造 軸 組 耐 力 壁
　 ２ Ｂ ・ ２ Ｕ 　 　 横 架 部 材
　 ３ 　 　 柱
　 ４ 　 　 ブ レ ー ス
　 ５ 　 　 異 形 鉄 筋
　 ６ 　 　 接 着 剤
　 ７ ・ １ ７ 　 　 接 合 金 物
　 ７ ｄ 　 　 長 孔
　 ８ ・ １ ８ 　 　 ボ ル ト （ コ ー チ ボ ル ト ）
　 ９ ・ １ ９ 　 　 ボ ル ト （ 高 力 ボ ル ト ）
　 １ ０ 　 　 皿 バ ネ
　 １ １ 　 　 接 着 剤
　 ２ ０ 　 　 補 強 部 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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